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熱田区障害者自立支援連絡協議会だより

ご案内

講師に愛知県立大学名誉教授の清水宜明先生をお迎えし、

「要支援者の命を守る～考え方と方法を学び直す～」をテーマに、

講義とグループワークを行いました。

「命を失わないためにどう逃げるか、弱者ほど撤退の戦術が必要」という先生の

言葉を聞き、「とにかく避難場所へ向かう」と力むのではなく、支援者として、

無理をせず、焦らず、できることをすれば良いという確認ができました。

2/25 BCP（業務継続計画）研修を行いました　ご報告①

あつたいむず 3
2026

MARCH

3/3(火)に、令和7年度最後の協議会全体会が開催されました。

年度のまとめということで、各部会から1年間の取り組みの報告と、今年度明ら

かになった熱田区の地域の課題の共有を行いました。今年度上がった熱田区の地

域課題は、

①障害福祉従事者の「人材不足と人材育成」の課題が、利用者のサービス利用の

制限につながる恐れがあることについて

②「地域生活拠点」の整備や事業の周知について

③①の人材不足にも関連して、限られた人員体制で支援内容を共有できる仕組み

としてのやヘルプカードの運用の可能性について

④個別避難計画の作成に関する理解促進と、相談支援事業所が関与しやすい仕組

みづくりについて

の4点でした。これらの課題に今後一つずつ取り組んでいきます。

　ご報告②

今後開催予定の部会やイベント

R7年度第3回協議会全体会が開催されました

　児童部会　　　   4月14日(火)10:00～＠区役所等複合庁舎4階 401会議室　　　　　　　　　　　　

　相談支援部会　   4月28日(火)10:00～＠区役所等複合庁舎4階 401会議室

　日中活動部会　　4月開催予定　

VOL.6

　また、後半には先月協議会で開催された虐待防止研修をふまえて、虐待防止をテーマにグループ

での意見交換を行いました。

グループは事業種別ごとに分かれていたので、特有の共感や気づきが生まれることも多かったので

はないでしょうか。

どのグループも活発に意見交換がなされていました。

　来年度も、よりよい協議会運営が行えるよう力を合わせていきたいと思います！

令和８年度もよろしくお願いいたします♪

非常時の状況を具体的にイメージし、課題を洗い出すドタバタ・イベントカードは、大掛かりな

避難訓練とは違って取り組みやすさがあり、職員同士で話し合いながら進められることが魅力だと

感じました。そこで出た意見の積み重ねが、現場の実情に合ったマニュアルとなり、それが実践に

繋がっていくと理解しました。

日頃から「もしも」のときのドタバタを考え、非常時に適切な意識と行動ができるように、まずは

できることから対策を整えていけたらと思います。

その他の部会も、来年度に向けて動き出しています。令和8年度も、よろしくお願いいたします。



住まい連絡会

たねVOICE

「たねVOICE」は熱田区の障害福祉サービス事業所で日々を過ごす利用者さんと支援者さんの声を毎月紹介す
るコーナーです。小さな声が‘たね’となり、人から人へと届き、地域につながっていくことを願っています。

地域支援部会

2月17日、連絡会の「わくわくトークvol3」では「人材育成・人材定着について」

などをテーマに熱く語り合いました。

外国人スタッフを雇用するための現地での独自カリキュラムを組んでいる話や、飲

み会を申請すると法人から補助が出る話、研修でファシリを置かずに横断的にグル

ープワークを行うことで活発な議論が生まれて孤立の解消につながったなど、さま

ざまな意見が出ました。

来年度も3ヶ月に1回ペースで開催予定です。楽しく前向きに悩みや取り組みを共有

したい事業所の皆さん、ぜひご参加ください。「こんなテーマで話したい」というご

意見もお待ちしています。

熱田区障害者自立支援連絡協議会

事務局：熱田区役所福祉課　　　熱田保健センター

　　　　熱田区社会福祉協議会　熱田区障害者基幹相談支援センター

発行⽇：毎⽉15⽇

私たちは、知的障害児者の親の会です。名古屋市16区にそれぞれ支部があり、知的に障害

のある我が子たちがしあわせ♡に地域で暮らしていけるよう活動しています。

毎月行われる理事会や年2回のふれあい教室(ボウリング・バスハイク)では、会員の社会経

験や体験を通して会員同士の交流を行っています。

また乳幼児期の保護者の方々との交流や、水防訓練・総合防災訓練では担当学区の地域の

方と一緒に避難したり熱田区障害者自立支援連絡協議会のブースでは要配慮者の災害時の

避難についての講習に参加しています。

これからも、地域の中にいる知的障害児者を少しでも知って頂くことができるよう、地域

の活動に参加していきたいと思っています。

熱田区手をつなぐ育成会　

2月24日に地域支援部会を開催しました。今回のテーマは「ヘルプカード」と「ヘルプマーク」。

その成り立ちから目的まで一から学び、現状の課題や今後の取り組みを話し合いました。

このカードの使い方を正しく知り、地域にしっかり認知され、浸透すること。それによって、対応や支援

の共有が今よりもスムーズな連携へと繋がっていくのではないか、と私たちは考えています。

正しく活用されることは、自分を守る心強いお守りになり、緊急時の対応や連携にも大きな役割を果たす

ものになると期待しています。今後は「認知度アンケート」も予定していますので、ぜひ皆様のお声を聞

かせてください！

来年度は3ヶ月に1回を目安に開催予定です。

地域課題をともに考える仲間も募集しています。

住まい連絡会レポート！

【熱田区手をつなぐ育成会(名古屋手をつなぐ育成会熱田区支部)】

地域支援部会を開催しました

過去の「あつたいむず」は

こちらからご覧いただけます→

バスハイクの様子↑
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